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１．はじめに

神棚とは、家庭の清浄な所に設けて神を祀る棚である。また、一般的な神棚とは家屋の天井付近の壁に掛かっ
ている箱型、疵型、家具型のものだ。しかし壱岐の神棚はそれら全く異なる。家屋内に２つから３つ、床の間と
床脇に造られる神棚と、台所または玄関に置かれる同じ名称で呼ばれるが、２種類の形態がある。本研究では壱
岐の神棚の形態とそれに伴う壱岐の文化を調査し、壱岐の神棚のルーツについても検討を行う。

２．壱岐の神棚の形態と文化

２．１調査の概要と結果

壱岐の神棚に関する文献が見当たらなかったため、聞き取り調査とフィールドワークを行った。

聞き取り調査

①調査の概要 壱岐の神棚の形態と文化、ルーツについて、風土記の丘の壱岐市教育委員会社会教育課の河合氏、
松永建設の松永ご夫妻、里親の中田ご夫妻、聖母宮の宮司、かねや旅館を対象に調査を行った。質問内容はカミ
ドコ・シモドコ、荒神様の形態、壱岐の神棚のルーツ、壱岐の神棚に関する文化について調査を行った。
フィールドワーク

①調査の概要 壱岐の家屋内の神棚の位置と形態について把握するために、壱岐風土記の丘（旧冨岩家）、松永
家、中田家の家屋と、壱岐風土記の丘（旧冨岩家）、松永家、中田家、土肥家、かねや旅館、聖母宮、吉田酒屋
の神棚を対象に行った。
②結果

②、１家屋内での神棚の位置

・壱岐風土記の丘の母屋（旧冨岩家）・勝本町・江戸時代中期頃（18 世紀）の武家屋敷。座敷に南側西向きに
カミドコ、その北側にシモドコ、カミドコの南側にランマ、それらと向かい合うように台所に荒神様がある。ま
た、仏間にはいずれの神棚とも向き合わないように仏壇がある。神棚があるのは母屋のみ。
・松永家の母屋・勝本町・平成25～30年頃に建設・建設業・座敷に南側東向きでカミドコ・シモドコ、カミドコ
の南側にランマ、それらと向かい合うように台所に荒神様が造られている。また、台所にいずれの神棚とも向か
い合わないように仏壇がある。神棚があるのは母屋のみ。
・中田家の母屋・勝本町・平成12～13年頃に建設・米農家・座敷に南側東向きにカミドコがあり、シモドコは省
略されている。カミドコと向き合うように台所に荒神様、そして、居間兼客間にいずれの神棚とも向き合わない
ように仏壇がある。神棚があるのは母屋のみ。
②、２神棚の形態

・壱岐風土記の丘（旧冨岩家）・勝本町・18世紀 カミドコに飾られる掛け軸は来客によって飾られるものが厳
密に決められており、この場所に神棚を造ることが出来なかったためシモドコの高い場所に神棚を造った。その
ため、壱岐の一般的なカミドコ・シモドコとは形態が異なる。荒神様は洞型。また、どちらの神棚のお社も一社
型である。
・松永家・勝本町・平成 25～30年頃 カミドコ 縦約 200 ㎝・横約 180 ㎝・奥行き約90㎝ シモドコ 縦約
220 ㎝・横約 170 ㎝・奥行き約90㎝ ランマ 縦約 150 ㎝・横約190 ㎝・荒神様 縦約70㎝・横約 100 ㎝屋
久杉を使用した豪華なカミドコ・シモドコで、床柱が直径約40㎝で左巻きにねじれている立派なものであった。

・中田家 ・勝本町 ・平成12～13年 カミドコ・縦214 ㎝・横183㎝・奥行き96㎝ ランマ・縦 158 ㎝・横 192 
㎝ 荒神様・縦51㎝・横84㎝シモドコは省略され、カミドコとランマのみ。荒神様は疵型。

・土肥家（宮大工）・勝本町・お社は18世紀前半、台は10年前 荒神様・縦（台を含め）約２ｍ（社のみ）約１
ｍ、横約1.5ｍ、奥行き約１ｍ玄関に設置。お社は土肥家三代目当主により18世紀前半に設置。台は１０年ほど
前のリフォーム時に設置。家具型。

・かねや旅館 芦辺町・昭和初期 荒神様 縦 ( 台含め ) 約2ｍ ( お社のみ ) 約1.2ｍ・横約1.5ｍ・奥行き約１
ｍ 芦辺町の宮大工・辻本松三郎に依頼して設置。奈良市の春日大社を模写して造られ、制作年月は１年程。
・聖母宮 勝本町・17世紀 カミドコの荒神様 縦 ( 台含め ) 約2ｍ（お社のみ）約1.3ｍ・横約１ｍ・奥行き約
１ｍ 17世紀に宮大工・土肥家が作成。確認した壱岐の荒神様の中で一番豪華なものである。現在は神棚として
ではなく、慰霊碑として祀られている。
・石橋酒造 勝本町・17世紀後半 荒神様 縦約1.5ｍ・横約1.2ｍ・奥行き約0.6ｍ 台はなくお社のみ。酒蔵近く
の壁に設置。家具型。

２．２考察

以上の調査を踏まえて家屋内での位置と、壱岐の神棚の形態を検討した。

(1) 家屋内での位置

調査を踏まえて、壱岐の家屋の間取りのイメージ図４を作成し

た。神棚を赤、ランマを黄、仏壇を青で表している。壱岐の家の

基本形は一階建てで、戸口は三つで客用、家族用、炊事・風呂用

である。家屋は図を左右反転にして造られることもあるが、カミ

ドコが右、シモドコは左であり、上手・下手を語源に造られてい

ると思われることから図７のような家屋が壱岐の基本的な家屋だ

と考えられる。座敷にカミドコが南側西向き、シモドコが北側西

向きに置かれる。内部は典型的な田の字型建築である。このよう

な家屋内にカミドコと縁側の間にはランマが置かれる。そのカミ

ドコ・シモドコと向かい合うように台所に荒神様が置かれる。ま

た、家屋によっては玄関に置かれる。仏壇はいずれの神棚とも向

き合わないように北側南向きに置かれる。

壱岐の神棚の形態

壱岐の神棚は一家屋にカミドコ・シモドコ、荒神さまの三つがありそれぞれの神様を信仰し役割を持っている。
以下はカミドコ・シモドコ、荒神様それぞれの役割と造りについてである。以下は調査を基に作成したそれぞれ
の神棚のイメージとその造りと作法についてである。

カミドコ・シモドコ、ランマ家全体を守る役割を持つ神棚で天照皇大神宮が祀られる。天照皇大神宮のほかに氏
神様と好きな神様を祀る。家屋の座敷にカミドコが南側・シモドコが北側に造られる。また、カミドコの右側に
縁側と奥座敷を遮るようにランマが造られる。カミドコ・シモドコはカミドコが右、シモドコが左であることか
ら、語源は上手・下手ではないかと考えられる。「カミドコ」は縦 210 ～ 240 ㎝（七尺～八尺）横約 182 ㎝
（一間） 奥行き約90㎝（三尺）床の間を基に造られ、主に、お社、掛け軸、しめ縄、お守り、榊、お供え物が
置かれる。「お社」は三社型のお社で八つ足を付けた台の上に置かれている。「しめ縄」は五つの房と四つの紙
垂が交互に付けられる。一般的なしめ縄とは逆に綯いはじめを右側に、綯い終わりを左側に飾っている。これは、
壱岐のヒマワリ信仰が影響しているものだと考えられる。「掛け軸」は天照皇大神宮と書かれた掛け軸をカミド
コの中央に掛ける。「お守り」は お守り大70㎝写真10 お守り小24㎝写真 11 年に一度元日に氏神神社や伊勢神
宮から頂いたお札を写真10のような大きいサイズのお札は図７のようにお社の隣に立てかけ、写真11のような小
さいサイズのお札はお社の中にしまわれるか、外側に立てかけられる「榊」はカミドコのお社の左右に対でお供
えされる。使われる榊の種類が地域によって違い、壱岐島の南側ではハマヒサカ、北側ではゴゼンシバが使われ
ている。毎月一日に交換される。「お神酒」はカミドコのお社に対でお供えされる。毎月一日に交換される。
「蠟燭たて又は線香立て」はカミドコのお社に対で置かれる。お供え物などをお供えする際に神様にお知らせを
するため火を灯す。「シモドコ」は縦約 220 ㎝（七尺から八尺）・横約 170 ㎝（五から七尺）・奥行き約90㎝
（三尺）違い棚や袋棚が設けられることが多い。カミドコの飾り棚で干支やだるまなどの縁起物や農作物、水産
物が置かれ、お歳暮やお中元もお供えされる。床脇を基に造られている。「ランマ」は縦約 150 ㎝（五尺）横
約 210 ㎝（七尺）ガラス入りの主に縁起物や家紋が彫刻された障子である。書院造りを基に造られたと思われ
るが、書院造りのように書院甲板や地袋は造られていない。「床柱」は家屋内で最も大きい柱でいわば大黒柱で
あるためカミドコ・シモドコを造るうえで最も重要視される。まきの木を使用し素材の木の皮を竹べらを使って
はがし、米ぬかや藁で艶出しをする。また、壱岐は「ヒマワリ」 ( 右回り ) は幸運を呼ぶため大事にしている、
そのため、カミドコ方面 ( 右側 ) にねじれているものが好ましい。特に勝本町ではヒマワリは幸運を呼び込む
と強く信仰されているため、祭りの神輿の回り方や回覧板の回り方まですべてヒマワリである。また、「ヒマワ
リ」と対照的に左回りである。「サカマワリ」があるこれは不吉なものとされ、葬儀や法事などで移動の際に使
われる。「落とし掛け」には屋久杉が好まれて使われ、そこに「オコシ」という自然発生（虫食いではない）し
た穴が開いていると縁起がいいとされている。「床框」は約５～10㎝の高さで造られる。家庭によっては二段造
られることもある。お供え物は、基本的に大根・人参・お米・鮮魚がお供えされ、適宜、交換される。季節に
よって旬の野菜や魚が供える。お参りの作法、お正月や家業の節目、お供えの交換時に二礼二拍手一礼で感謝や
ご報告をする。

・壱岐の荒神様 火の神である荒神様を信仰する壱岐の荒神様は大きく分けて二種類ある。壱岐で一般的な様
式のものと、商店や名家などが趣向を凝らして造る豪勢なもので荒神様だけでなく商売繫盛の神様が祀られてい
るものがある。

・壱岐の一般的な荒神様

台所の壁に立った時の目線より高い場所に板を張りカミドコ・
シモドコと向き合うよう西向きに造られる。その上にお社、しめ
縄、お守り、榊、お神酒が置かれている。また、板には新生児の
命名札が一生ご飯を食べられるようにと米粒で貼られる。「お
社」は一社型のお社である。「しめ縄」は三つの房と二つの紙垂
が交互に付けられる。カミドコ・シモドコのしめ縄と同様に一般
的なしめ縄とは逆で綯いはじめを右側に、綯い終わりを左側に
飾っている。これは、壱岐のヒマワリ信仰が影響しているものだ
と考えられる。「お守り」は縦約25㎝・横７㎝の氏神様や天照大
御神宮のお守りがお社の中及び、外側に立てかけられている。

「榊」はカミドコ・シモドコと同様に、お社の左右に対でお供えさ
れる。使われる榊の種類が地域によって違い、壱岐島の南側では
ハマヒサカ、北側ではゴゼンシバが使われている。毎月一日に交
換される。「お神酒」はお社に対でお供えされ、毎月一日に交換
する。お参りの作法はカミドコ・シモドコと同様である。

・壱岐の特徴的な荒神様

壱岐の酒屋や旅館などの商店や名家の家の玄関に置かれる。荒
神様をお祀りすると同時に、商売繁盛の神様なども祀られる。戸
棚付きの台の上にお社が置かれて、その中や周辺にしめ縄、お守
り、榊、お神酒が置かれている。大きさは定められていないが、
今回の調査で計測した神棚から大きさは、縦（台含め）約 2 
ｍ・（お社のみ）約1m～ 1.3 ｍ・横1.5 ｍ・奥行き1mであると
想定できる。壱岐の一般的な荒神様のように新生児の命名札は貼
られない。この荒神様の大きさや豪華さでライバルとけん制し
あっていた。「お社」は三社型のお社で縦１ｍ・横 1.5 ｍ・奥
行き１ｍである。釘は一切使われないはめ込み式で造られる。
「台」は縦２ｍ・横 1.5 ｍ・奥行き１ｍである。人の目線より
上にお社を設置する役割と、収納スペースの役割を持っている。
「しめ縄」は壱岐の一般的な荒神様とどうようである。「お守
り」はカミドコ・シモドコと同様である。「榊」「お神酒」、お
参りの作法はカミドコ・シモドコ、壱岐の一般的な荒神様と同様
である。このことから、壱岐の神棚は日本における一般的な神棚
と比べて独特な信仰形態であると言えるだろう。

３．壱岐の捕鯨からみる壱岐の神棚のルーツ
壱岐の神棚のルーツがあるのだとすればどこにあるのか。壱岐では17世紀前半から19世紀後半まで捕鯨をして

おり、壱岐島内には当時の日本の三大富豪とまで言われた土肥組が存在した。その土肥組は前研究でも言及した
ように壱岐の神社・寺院に大きな影響を与えていた。このことから、壱岐の神棚に他地域からの影響が受ける可
能性があったと考えられる事象は捕鯨漁であると考え、壱岐の捕鯨から壱岐の神棚のルーツを検討する。

３．１研究方法

文献調査

①調査の概要 壱岐の鯨組と交流のあった地域、壱岐と同じ時期に捕鯨をしていた周辺地域、壱岐の神棚と似た
特徴を持つ地域を郷土史と捕鯨に関する本、神棚に関する本から調査を行った。
②結果 壱岐の鯨組と交流があった地域として京都、平戸、和歌山がある。（勝本町史）壱岐と同じ時期に捕鯨
をしていた周辺地域として佐賀県唐津市、福岡県がある。（唐津市史、福岡市史）壱岐の神棚と似た特徴を持つ
地域として高知、香川県瀬戸内海付近がある。（日本民俗文化大系）
聞き取り調査

①調査の概要 松永ご夫妻、中田ご夫妻、聖母宮の宮司を対象に壱岐の鯨組と交流のあった地域を調査した結果、
表１にあるように長崎県平戸市、京都府、香川県瀬戸内海付近があることが分かった。これらの調査から京都府
丹後資料館、長崎県平戸市松浦資料館、島の館資料館、長崎県五島市五島資料館、和歌山県大地村資料館、高知
県室戸資料館、香川県瀬戸内海歴史民俗資料館、佐賀県唐津資料館、福岡大学を対象に壱岐の鯨組と交流があっ
たか、それぞれの地域に壱岐のカミドコ・シモドコ、荒神様と似た特徴を持つ神棚があるかを質問した。
結果 聞き取り結果のまとめは表のとおりである。

３．２考察

壱岐の鯨組との交流がある地域やその可能性のある地域が多いものの、壱岐の神棚と似た特徴の神棚のある地域
はあまり見られなかった。壱岐の神棚と似た特徴を持っていると思われる地域として、京都県丹後、香川の瀬戸
内海近くの地域の神棚は比較的大きな神棚であったが横長に作られていたため、壱岐の荒神様の特徴である縦長
な作りと当てはまらなかった。高知県室戸市の神棚は床の間に作られていたが、壱岐とは違い床脇の天袋に作ら
れているのみであったため壱岐の神棚の特徴と当てはまらなかった。このことから、今回の検討では壱岐の捕鯨
から壱岐の神棚のルーツは見られなかった。

４．まとめ
本研究では壱岐の神棚の形態と文化、及びルーツを検討した。壱岐の神棚の形態は聞き取り調査とフィールド
ワークを用いて、カミドコ・シモドコという床の間に造られる神棚とカミドコの一部である書院造がもととなっ
たランマ、壱岐の一般的な家庭の台所に造られ壁にかけられるものと、玄関口に造る縦長で豪華なものの主に二
種類がある荒神様、これらの３つの神棚が家屋にあることが分かった。また、壱岐の神棚には勝本町の沿岸部で
信仰されている「ヒマワリ信仰」からの影響があり、カミドコ・シモドコの名前の由来は上手、下手にあるので
はないかと考察した。ルーツについては壱岐の捕鯨から見られるのではないかと仮説を立て、文献調査と聞き取
り調査を用いて、文献調査で読み取れた壱岐の捕鯨で交流のあった周辺地域と壱岐の神棚と似た特徴のある神棚
のある地域で捕鯨を行っている周辺地域の資料館、大学に聞き取り調査を行った。その結果、似た特徴のある神
棚は見られたもののどれも壱岐の神棚とは形態が異なっていたため、今回のアプローチからは壱岐の捕鯨と壱岐
の神棚には関係性は見ることが出来なかった。

５．今後の課題

今回の検討から、壱岐のおける神棚の形態について明らかにし、独特な信仰形態であると証明ができたが、
ルーツを明らかにするにはまだ検討が必要であるため、今後は壱岐の鯨組である土肥家の来歴から壱岐の神棚の
ルーツについて検討していきたい。
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都道府県 資料館・大学 壱岐の鯨組と交

流と交流があっ

たか

カミドコ・シモ

ドコと似た特徴

の神棚があるか

壱岐の特徴的な

荒神様と似た特

徴の神棚がある

か

京都府 丹後資料館 わからない ある ない

長崎県 松浦資料館 あった ない ない

長崎県 島の館資料館 あった ない ない

長崎県 五島資料館 わからない ない ない

和歌山県 大地村資料館 あった ない ない

高知県 室戸資料館 わからない ある ない

香川県 瀬戸内海歴史

民俗資料館

わからない ない ある

佐賀県 唐津市資料館 あった ない ない

福岡県 福岡大学 わからない ない ない


